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♯
安
倍
首
相
は
即
刻
辞
任
！

労
働
者
の
悲
鳴
を
聞
け

軍
事
費
は
い
ら
な
い

事
費
を
大
幅
に
削
減
し
て
ま
か

な
う
べ
き
だ
。

日
本
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
Ｆ
35

Ａ
（
１
機
１
０
１
億
円
）
を
１

４
１
機
（
１
兆
４
千
億
円
）
を

爆
買
す
る
な
ど
、

兆
４
７
０

27

０
億
円
（

年
～

年)

の
武
器

19

23

調
達
を
成
立
さ
せ
た
。

安
倍
政
権
は
、
武
器
の
爆
買

い
と
裏
腹
に
、
国
民
生
活
の
悲

鳴
を
聞
か
な
い
。
安
倍
政
権
は
、

こ
の
期
に
及
ん
で
も
財
界
・
株

主
に
す
り
寄
り
、
大
企
業
支
援

策
１
兆
円
規
模
の
投
入
を
続
け

る
。

こ
こ
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き

は
パ
ン
ク
し
て
郵
送
に
切
り
替

え
る
始
末
。

安
倍
首
相
の
口
か
ら
、
「
個

人
の
損
失
は
考
え
な
い
」
、
「
補

償
な
き
休
業
要
請
」
な
ど
酷
い

発
言
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
安

倍
政
権
に
国
民
の
生
命
と
生
活

を
守
る
気
概
は
失
せ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
経
済
情
勢
の

悪
化
で
、
労
働
者
の
生
活
は
疲

弊
し
た
。
そ
の
た
め
に
休
業
支

援
、
生
活
支
援
は
緊
急
課
題
で

あ
る
。

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
、
事

業
規
模
１
１
７
兆
円
を
国
民
に

割
り
振
ら
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
、

か
、
財
源
を
渋
る
。
①
生
活
支

援
給
付
は
月
額
一
律

万
円
、
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②
休
業
補
償
月
額

万
円
を
即

20

時
実
施
す
べ
き
だ
。
財
源
は
軍

▼前川喜平ツイッターから
９月入学は文科省のどっちの案でやっ

ても、７歳入学の子どもが出てくる。ど
っちの案でも、現在の児童・生徒の４割
は高卒時に19歳になるし、現在の幼稚園
・保育園の子どもは小学校入学時に分断
される。納得できない子どもや保護者は
多いはず。関係ない中高年者が能天気に
いいじゃないかと言っている。

「
黒
川
氏
が
か
け
麻
雀
を
サ

ン
ケ
イ
の
記
者
の
お
家
で
や
っ

て
い
た
と
文
春
が
報
道
。
自
民

や
公
明
な
ど
与
党
幹
部
は
「
事

実
な
ら
職
に
と
ど
ま
る
べ
き
で

な
い
」
と
次
々
と
。
い
や
、
権

力
っ
て
怖
い
。
こ
う
や
っ
て
切

る
の
か
。
横
紙
破
り
ま
で
し
て

定
年
延
ば
し
た
や
つ
を
。
い
や

い
や
、
何
で
延
長
し
た
ん
だ
っ

け
？
も
う
一
回
説
明
し
て
よ
。

首
相
・
安
倍
の
大
好
き
な
「
丁

寧
に
説
明
責
任
を
果
た
す
」
を

実
証
し
て
よ
。
官
僚
の
皆
さ
ん
、

権
力
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
コ
マ

ン
ド(

私
兵)

の
末
路
は
こ
う
だ

よ
。
誰
の
方
を
見
て
仕
事
を
す

る
の
か
、
も
う
一
度
考
え
よ
う

ね
」
と
毎
日
新
聞
記
者
の
東
海

林
智
さ
ん
が
フ
ェ
ス
ブ
ッ
ク
に

投
稿
。

東
京
高
検
の
黒
川
弘
務
検
事

長
（

）
が
、
産
経
新
聞
社
会
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部
記
者
や
朝
日
新
聞
の
元
検
察

黒
川
検
事
長
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
発
覚
も

安
倍
首
相
は
責
任
放
棄

ア
ベ
は
即
刻
退
陣

担
当
記
者
ら
と
賭
け
マ
ー
ジ
ャ

ン
を
し
て
い
た
こ
と
の
ニ
ュ
ー

ス
が
舞
い
込
ん
だ
。

「
♯
検
察
庁
法
改
正
案
に
抗

議
し
ま
す
」
の
１
０
０
０
万
人

を
超
え
る
民
の
声
が
、
強
行
解

決
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
。
し
か

し
、
安
倍
政
権
は
継
続
審
議
で

秋
の
臨
時
国
会
で
決
着
さ
せ
よ

う
と
し
た
。

そ
の
最
中
の
緊
急
ニ
ュ
ー
ス

だ
っ
た
。
東
海
林
記
者
は
、
「

早
速
ト
カ
ゲ
の
尻
尾
切
り
」
だ

と
政
権
の
怖
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
だ
か
ら
安
倍
政
権
の
処
置

は
早
か
っ
た
。
■
法
務
省
の
訓

告
処
分
↓
辞
職
・
退
職
■
安
倍

首
相
＝
法
務
相
の
判
断
で
処
分

を
決
め
、
了
承
し
た
。
定
年
延

長
の
決
定
責
任
は
「
適
正
な
手

順
で
進
め
問
題
は
な
い
」
と
責

任
を
認
め
な
が
ら
「
責
任
放
棄
」

す
る
。

安
倍
首
相
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
事

業
規
模
１
１
７
兆
円
を
組
み
替

え
、
「
日
本
の
休
業
に
対
し
て

補
償
を
行
っ
て
い
る
国
は
世
界

に
例
が
な
く
、
わ
が
国
の
支
援

は
世
界
で
最
も
手
厚
い
休
業
補

償
」
と
自
画
自
賛
す
る
が
、
肝

心
な
給
付
額
は

兆
８
８
０
３
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憶
円
に
し
か
な
ら
ず
、
野
党
が

求
め
る
事
業
規
模
の
金
額
検
証

を
拒
否
続
け
、
「
数
字
の
水
増

し
批
判
」
に
答
え
も
し
な
い
。

「
生
活
と
雇
用
の
維
持
に
全

力
を
注
ぐ
」
と
嘘
の
ア
ピ
ー
ル

を
続
け
て
い
る
。
①
雇
用
助
成

金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
も
受
付
初
日

に
ダ
ウ
ン
。

②

万
円
現
金
給
付
に
つ
い
て

10
も
預
貯
金
口
座
を
ひ
も
付
け
に

さ
せ
よ
う
と
す
る
。



京
都
地
裁
前
で
連
続
行
動

関
西
生
コ
ン
事
件

２
人
を
た
だ
ち
に
保
釈
せ
よ
！

姫
路
田
中
病
院
の
①
不
当
解

雇
撤
回
②
団
交
拒
否
の
不
当
労

働
行
為
に
対
す
る
に
対
す
る
損

害
賠
償
請
求
の
２
点
に
つ
い
て
、

姫
路
ユ
ニ
オ
ン
と
非
解
雇
者
と

の
連
名
で
提
訴
を
し
た
。

姫
路
田
中
病
院
が
突
如
、
２

月
末
を
以
て
姫
路
ユ
ニ
オ
ン
所

属
の
組
合
員
Ａ
と
Ｂ
を
解
雇
し

た
件
に
関
し
て
、
私
た
ち
は
労

働
問
題
を
専
門
に
数
多
く
手
が

け
て
い
る
弁
護
士
に
相
談
し
、

｢

首
切
り
は
無
効
で
あ
る｣

と

し
て
病
院
に
対
し
て
団
体
交

渉
の
実
施
を
申
し
入
れ
ま
し

た
。

と
こ
ろ
が
、
病
院
側
は

こ
の
申
し
入
れ
を
拒
否
し
て

き
た
。
４
月
７
日
付
で
送
ら

れ
て
き
た｢

回
答
書｣

に
は
、

要
約｢

労
使
関
係
を
話
し
合
い

で
調
整
す
る
機
会
が
民
事
調

停

手
続
き
で
確
保
さ
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
合

員
Ａ
・
Ｂ
は
裁
判
所
が
定
め

た
期
日
に
出
頭
せ
ず
、
話
し

合
い
を
す
る
権
利
を
放
棄
し

た
の
で
あ
る
か
ら
、
労
働
組

合
の
申
入
れ
で
あ
っ
て
も
、

権
利
を
放
棄
し
た
人
物
に
係

る
同
一
の
紛
争
を
話
し
合
う

こ
と
は
単
な
る
蒸
し
返
し
に

過
ぎ
な
い
の
で
、
そ
れ
に
応

じ
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん｣

と

い
っ
た
見
解
が
示
さ
れ
た
。

｢

回
答
書｣

に
示
さ
れ
た
姫

路
田
中
病
院
の
見
解
に
は
、

大
き
な
認
識
誤
り
が
あ
る
。

病
院
側
は
、
組
合
員
Ａ
・
Ｂ

に
つ
い
て
、｢

労
使
関
係
を
話

し
合
う
権
利
を
放
棄
し
た
の

で
、
同
一
の
紛
争
を
話
し
合

何
と
い
う
暴
挙

姫
路
田
中
病
院

団
体
交
渉
を
拒
否

組
合
員
２
名
解
雇

行
う
予
定
。

●
「
要
請
葉
書
」
も
裁
判
所
前

の
行
動
と
と
も
に
、
京
都
地
裁

宛
の
「
要
請
葉
書
」
も
は
じ
ま

っ
た
。「
期
間
限
定
の
活
動
だ
が
、

問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
葉
書
を

送
る
の
で
各
地
で
も
可
能
な
か

ぎ
り
協
力
を
」
と
実
行
委
員
会

で
は
話
し
て
い
る

鎌
田
慧
、
佐
高
信
氏
ら
、

連
名
で
京
都
地
裁
に
要
請
へ

本
格
化
す
る
「
２
人
を
保
釈

せ
よ
」
の
動
き
地
元
の
京
都
、

滋
賀
、
大
阪
か
ら
は
じ
ま
っ
た

「
２
人
を
保
釈
せ
よ
」
の
動
き

は
、
前
号
で
お
伝
え
し
た
と
お

り
静
岡
の
会
の
申
し
入
れ
を
経

て
本
格
化
す
る
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
。
鎌
田
慧
（
ル
ポ
ラ
イ

タ
ー
）
、
佐
高
信
（
評
論
家
）
、

宮
里
邦
雄
（
弁
護
士
）
、
海
渡
雄

一
（
弁
護
士
）
、
藤
本
泰
成
（
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
共
同
代
表
）
ら

に
よ
る
「
関
西
生
コ
ン
を
支
援

す
る
会
」
は
連
名
で
、
週
明
け

に
も
京
都
地
裁
に
要
請
書
を
提

出
す
る
予
定
。
ま
た
、
各
地
で

も
同
様
の
動
き
が
は
じ
ま
っ
て

い
る
。

◆
関
西
生
コ
ン
弾
圧
事
件
ニ
ュ

ー
ス
か
ら

に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
に
応
じ
る
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
。｣

と
述
べ
て

い
ま
す
が
、
姫
路
ユ
ニ
オ
ン
が

求
め
た
団
体
交
渉
事
項
は｢

労
使

関

係
を
話
し
合
う｣

こ
と
で
は

な
く
、
姫
路
田
中
病
院
が
組
合

員
Ａ
と
Ｂ
を
解
雇
し
た
件
に
つ

い
て
解
雇
の
撤
回
を
求
め
て
交

渉
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。
全
く

筋
違
い
の
回
答
に
、
呆
れ
、
言

葉
を
失
っ
た
。
ま
た
、「
裁
判
所

が
指
定
し
た
期
日
に
出
頭
し
な

い｣

だ
け
で
は
解
雇
理
由
に
相
当

し
な
い
。
院
側
は
、
組
合
員
Ａ

・
Ｂ
が｢

就
労
中
の
不
適
切
行

動
、
勤
務
態
度
に
問
題｣

が
あ
る

と
主
張
す
る
が
、
仮
に
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
都
度
こ
れ

ら
の
行
動
・
態
度
を
改
め
る
よ

う
指
導
し
て
こ
な
か
っ
た
の
は

何
故
な
の
か
？
後
付
け
の
理
由

で
あ
る
こ
と
は
明
々
白
々
で
あ

る
。

◆
姫
路
ユ
ニ
オ
ン
チ
ラ
シ
か
ら

５
月

日
か
ら
京
都
地
裁
前
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で
、
「
２
人
を
保
釈
せ
よ
」
の
抗

議
行
動
が
連
日
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。

主
催
は
京
滋
の
弾
圧
反
対
実

行
委
員
会
。
昼
休
み
の
時
間
帯

を
中
心
に
、
地
域
の
労
働
組
合

や
脱
原
発
の
市
民
団
体
が
、
横

断
幕
と
プ
ラ
カ
ー
ド
を
か
か
げ

て
、
元
気
よ
く
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
あ
げ
て
い
る
。

武
委
員
長
と
湯
川
副
委
員
長

の
６
０
０
日
を
超
す
不
当
な
長

期
勾
留
。
「
当
た
り
前
の
組
合

活
動
で
無
罪
な
の
に
お
か
し

い
」
、
「
裁
判
で
争
う
前
に
実
刑

判
決
を
下
さ
れ
た
の
と
お
な

じ
。
重
大
な
人
権
侵
害
だ
」
と

参
加
者
は
語
る
。
抗
議
行
動
は

日
ま
で
の
平
日
に
毎
日
行
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京都地裁前

姫路田中病院


